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下りバッファ 提案構成

光アクセスネットワークによる電力消費の大部分を
占める宅内装置（ONU）の省電力化に取り組んで
います。IPTV等の映像トラヒックの増大により、既
存のスリープ技術では、省電力効果が低下すると
考えられます。そのため、こうした場合でも省電力
化できるように、ONUの中で特に電力消費が大き

い、下りバッファの省電力化手法を検討しています。

併用バッファ構成とショートタイムシェーピングを提案し
ました。併用バッファ構成は、小容量・電力小のバッファ
と大容量・電力大のバッファとを負荷に応じて適応的に
切り替えることで消費電力を削減します。また、ショート
タイムシェーピングは、局舎装置（OLT)でパケットの
ONUへの入力速度を一時的に遅くすることで、併用

バッファにおけるバッファ間の切り替えをアシストします。

ユーザがIPTV等の映像トラヒックを受信している
場合にもONUの省電力化が可能になります。
FTTH加入者数を2000万とすると、杉の木換算で
約600万本相当のCO2排出量の削減効果が見込

めます。
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